
秦野市 中学校わくわく学習プリント【数学】 解答 

年  組  番 名前            

１ 次の計算をしなさい。 
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２ 次の方程式を解きなさい。 

（１） ４χ－３＝５             （２） χ：（χ＋５）＝ ３：４ 

       ４χ＝８                     ４χ ＝ ３（χ＋５） 

       χ＝２                     ４χ ＝ ３χ＋１５ 

     答 χ＝２                     ４χ―３χ ＝１５ 

                               χ  ＝１５   答 χ＝１５ 

 

３ 右の表は，Ａ中学校１年１組生徒全員の通学時間を調査した 

結果を，度数分布表に整理したものである。このとき，次の問い 

に答えなさい。 

  （１）通学時間が，５分以上１０分未満の階級の度数を求めなさい。 

 

             答 ５ 
                 

  （２）次の（ア）から（エ）のうち，この表から読み取れること 

     として，正しいものをすべて選び，記号で答えなさい。 
 

     （ア） 通学時間が，３５分以上の人はいない。 ○ 

     （イ） 通学時間が，２７分の人は３人いる。  × → ２５分以上３０分未満の人が３人いる。 

     （ウ） 通学時間が，１５分未満の人は１８人いる。 ○ 

     （エ） 中央値がふくまれるのは，１０分以上１５分未満の階級である。 × 

                  →３７人のちょうど真ん中は１９番目。通学時間が１５分未満の人は１８人いるから， 

          １９番目がいるのは，１５分以上２０分未満の階級      答 （ア），（ウ） 

通学時間（分） 度数（人） 

 ０以上～ ５未満 

５以上～１０未満 

１０以上～１５未満 

１５以上～２０未満 

２０以上～２５未満 

２５以上～３０未満 

３０以上～３５未満 

３５以上～４０未満 

   ３ 

   ５ 

  １０ 

   ８ 

   ６ 

   ３ 

   ２ 

   ０ 

計   ３７ 

３ ２ 

＝ 



４ ３，４，５，６のような連続する４つの自然数があります。このとき，１番目の自然数を３，２番目の自

然数を４，３番目の自然数を５，４番目の自然数を６と表すことにします。連続する４つの自然数が１８，

１９，２０，２１のときは，１番目の自然数は１８，２番目の自然数は１９，３番目の自然数は２０，４番

目の自然数は２１となります。あゆみさんは，連続する４つの自然数の和がどんな数になるか調べることに

しました。 

 

   ３， ４， ５， ６のとき  ３＋ ４＋ ５＋ ６＝ １８＝ ２× ９ 

  １８，１９，２０，２１のとき １８＋１９＋２０＋２１＝ ７８＝ ２×３９ 

  ２６，２７，２８，２９のとき ２６＋２７＋２８＋２９＝１１０＝ ２×５５ 

 

  あゆみさんは，これらの結果から，連続する４つの自然数の和は偶数になると予想しました。 

  このとき，次の問いに答えなさい。 

 

 （１）連続する４つの自然数が１１，１２，１３，１４のとき，それらの４つの自然数の和が，偶数になる

ことを下のように確かめます。     にあてはまる式を書きなさい。 

 

  １１，１２，１３，１４のとき １１＋１２＋１３＋１４＝ ５０＝     。   答 ２×２５ 

 

 （２）あゆみさんは，連続する４つの自然数の和はいつでも偶数になることを次のように説明しました。 

 

    （説明） 

    連続する４つの自然数のうち，１番目の自然数をｎと表すと， 

    連続する４つの自然数は， 

ｎ，ｎ＋１，ｎ＋２，ｎ＋３と表される。 

    これらの和は， 

      ｎ＋（ｎ＋１）＋（ｎ＋２）＋（ｎ＋３）＝ ４ｎ＋６ 

                         ＝ ２（２ｎ＋３） 

    ２ｎ＋３は自然数だから，２（２ｎ＋３）は偶数である。 

    したがって，連続する４つの自然数の和は偶数である。 

 

    ２（２ｎ＋３）の２ｎ＋３は，ｎ＋（ｎ＋３）と変形することができます。このことから，連続する

４つの自然数はの和は，１番目，２番目，３番目，４番目の数のうち，ある２つの数の和の２倍である

ことがわかります。連続する４つの自然数の和は，何番目と何番目の自然数の和の２倍ですか。「○○

○は，△△△である。」という形で答えなさい。 

 

 

    答  連続する４つの自然数の和は，１番目と４番目の自然数の和の２倍 

 

 

 

 

 



５ Ｂ中学校の体育委員会では，体育祭の準

備で，ラインパウダーとラインカーを使い，

校庭にラインをひくことになりました。の

ぼるさんとあゆみさんはラインパウダー

１袋で，ひくことができるラインの長さを

調べる方法について話し合っています。               
 

  のぼるさん「ラインパウダー１袋あたり，どのくらいの長さのラインをひくことができるのかな？」 
 

あゆみさん「ラインカーにラインパウダーを入れて，ラインを５０ｍひくごとに，使ったラインパウダーの 

      重さを調べたら，予測できるかもしれないね。」 
 

のぼるさん「ラインパウダーの重さを直接計ることは難しいから，ラインを５０ｍひくごとに，残りのライ 

ンパウダーが入ったラインカーの重さの変化の様子を調べていこうかな。」 
 
  あゆみさん「ラインカーやラインパウダー１袋の重さはどのくらいかな？」 
 

のぼるさん「ラインカーの重さは１０ｋｇで，ラインパウダー１袋の重さは２０ｋｇだね。このラインカー 

      にラインパウダー１袋すべて入ってしまうね。このとき，合計の重さは３０ｋｇだね。」 
 

あゆみさん「調べてくれてありがとう。①ラインをひいた長さを決めると，残りのラインパウダーが入った 

      ラインカーの重さはただ１つに決まると考えられそうだね。」 
 

のぼるさん「そうだね。それでは，校庭に行って調べてみよう！」 
 

のぼるさんとあゆみさんは，ラインをひいた長さがχｍのときに，残りのラインパウダーが入ったラインカ

ーの重さをｙｋｇとして，その結果を次の表にまとめ，下のグラフに表しました。このとき，次の問いに答え

なさい。 

 

 調べた結果 
  

ラインを引いた長さと残りのラインパウダーが入ったラインカーの重さ 

ラインを引いた長さχ（ｍ）     ０    ５０   １００    １５０   ２００ 

残りのラインパウダーが入っ

たラインカーの重さｙ（ｋｇ） 
 ３０．０  ２８．６  ２７．１   ２５．８  ２４．４  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）調べた結果のグラフにおいて，ラインをひいた長さが１００ｍのとき，残りのラインパウダーが入ったラ

インカーの重さは２７．１ｋｇであったことを表す点はどれですか。点Ａから点Ｅまでの中から記号を１つ

書きなさい。 

答 Ｃ 
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χ 

Ｏ 100 200 300 400 500 600 700 800 （ｍ） 

Ａ Ｂ 
Ｃ Ｄ Ｅ 

ラインカー     

ライン 

パウダー 

ラインパウダーの袋     

ラインパウダー     



（２）下線部①「ラインをひいた長さを決めると，残りのラインパウダーが入ったラインカーの重さはただ１つ

に決まる」という関係は，次のように表すことができます。   ア   と   イ   に当てはま

る言葉を書きなさい。 

                  ア    は    イ    の関数である。 

 

答  ア ･･･ 残りのラインパウダーが入ったラインカーの重さ  イ ･･･ ラインをひいた長さ 
 

（３）のぼるさんとあゆみさんは，ラインパウダー２０ｋｇあたり，どのくらいの長さのラインをひくことがで

きるのかを調べます。ラインをひいた長さが長くなってもラインパウダーがなくなるまでは，すべての点が

同じ直線上にあると考えることにしました。 

   このとき，ラインパウダー２０ｋｇを使い切るとき，ひくことができるラインの長さを求める方法を説明

しなさい。ただし，実際にひくことができるラインの長さを求める必要はありません。 

解答例 ・一次関数の式を求めて，ｙ＝１０を代入してχの値を求める。（式に着目した場合） 

      ・直線のグラフをかいて，ｙ座標が１０のときのχ座標を読む。（グラフに着目した場合） 

      ・表の値から，変化の割合を調べ，ラインパウダーの入ったラインカーの重さが１０ｋｇ 

       になるラインカーの重さを算出する。（表や数値に着目した場合） 

６ 幅が一定の紙テープを右の図１のように折り返したとき，    図 1 

 次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 
 

  （１）すすむさんは，△ＡＢＣがどのような三角形になるか，次のように考えました。 

      （ア） にあてはまる角の名前， （イ） にあてはまる図形の名前を答えなさい。 

    

     ・ＡＣ//ＢＤより， （ア） が等しいので，  ∠ＣＡＢ ＝ ∠ＡＢＤ …① 
      

     ・テープを折り返しているので，        ∠ＣＢＡ ＝ ∠ＡＢＤ …② 
      

     ・①，②より，                ∠ＣＡＢ ＝ ∠ＣＢＡ …③ 
 

     ・③より，２つの角が等しいので，△ＡＢＣは   （イ）   である。 
 

     答  （ア） 錯角  （イ）二等辺三角形 

  （２）すすむさんは，図２や図３のように紙テープの折り返し方を少し変えました。図１のときと同様に，

図２や図３のときでも成り立つ△ＡＢＣの辺の関係と角の関係をそれぞれ１つずつ答えなさい。 
 

図２                                          図３ 

 

 

 

 

 

 

答  辺の関係 ＡＣ＝ＢＣ， 角の関係 ∠ＣＡＢ ＝ ∠ＣＢＡ 
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